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支持的風土のある学級づくり

『他者』と関わることからのアプローチー

How to Develope a Supportive Homeroom: 

Approached from the Perspective of How Students Interact with Others 

山城太智

Taichi YAMASHIRO 

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻・沖縄市立美原小学校

1. テーマ設定理由

現職教師として良い学級をつくつていくことを目標にこれまで取り組んできた。だが現実は簡単にはいか

ない。授業を参観すると，児童が教師と共に生き生きしている学級もあれば，授業中にもかかわらず離席や

授業と関係ない話声が聞こえる学級もあり，その学級では教師が困っている姿を見かける。学校という集団

の中で，児童同士をどう関わらせ解決していけばよいのかと悩み，同僚からも相談を持ちかけられたことも

多々ある。その際にいつも，良い学級とは何なのか自間自答している。

「沖縄県学力向上推進5か年プラン・プロジェクト II」（令和 2年3月）では，学びの質を高める授業改善・

学校改善の考え方として，『支持的風士づくりの4つのポイント（安心，所属，承認，自立）を念頭においた

取り組み』を重要な視点として位置づけている。沖縄県では，夢・にぬふぁ星プランII補完版である「『確か

な学力向上』支援プラン」（平成21年1月）にて支持的風士と自尊感情という言葉が初めて記載された。これ

は，平成 19年度から始まった全国学カ・学

習状況調査の課題から，自尊感情を高める

手立てとして支持的風土のある学級経営が

打ち出されたものである。そして自尊感情

は平成 28年より自己肯定感という文言に

変わり，一人ひとりの自己肯定感を高める

ために学校・学級という集団の中で支持的

風士を醸成することが今日の課題といわれ

ている（図 l)。

竹内(2016)は，「ケアは他者に同情して，

他者を我が物とすること，つまり『他者を

我有化する』ことではない。それは，他者の他者性を尊敬し，他者の他者性に限りなく接近し，他者の呼びか

けに応答することである」と述べていることから，筆者は学級経営において，そのケアすることが支持的風

士の醸成に繋がっていると捉えた。さらにこれまでは，児童からみた友達や先生のことを『他者』としている

と思っていたが，佐伯(1995)は，学び手が学校の教育で初めて関わる教材や教具も「『見知らぬ他者』のよう

に，どう対処していけばよいかわからないもの」と捉えた。したがって学校で初めて学ぶすべての『ヒト・モ

ノ・コト』も『他者』であり，学校の友達や先生だけでなく教材や教具・行事，授業で関わる大人なども含め

た出会いが『他者』との出会いとなると考え直した。

そこで上記で示した理論を関連させ，『他者』を学級経営と授業でつなげたアプローチから支持的風士を醸
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図1．全国学カ・学習状況調査の児童質問紙による自己肯定感の推移と県の対策

成することができないかと考え，今回のテーマを設定した。
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2. 研究の目的

んじたち第 6号 (2022)

山城：支持的風土のある学級づくり

本研究では，小学校の学級経営において，支持的風士のある学級を醸成するために，『他者』と関わること

を應識したアプローチから実践し検証する。

3. 支持的風土とは

(1) 自己肯定感と自己有用感の関係

支持的風士に関して沖縄県教育委員会『「間い」が生まれる授業サポートガイド』（令和 3年 3月）では，

「互いに認め合い，支え合う風土の醸成」と書かれている。また「不登校児童生徒への支援の手引き」（令和

2年 3月）では，不登校出現率が低く学力が良好な県との違いのひとつに自己肯定感を挙げ，その未然防止の

対策として『支持的風土をつくる学級・学校経営』を重視するとしている。関連する国立教育研究所『生活指

導リーフ』（平成 27年 3月）の内容もあわせて，図 2のように整理すると，支持的風士を醸成していく中で

児童の中の自己有用感を高め， 自己肯定感を獲得させていくことが大切だと考えた。

支持的風土
「わかる授業SupportGuide」（平成25年10月）では，『支持的風土』づくりのポイントとして「一つの事柄に対して，多面的な見方・考え

方ができるか」という項目もあり，相手に感情的に同情するだけの学級ではないことを示している。

自己肯定感
「沖縄県教育振興基本計画後期改訂版」（平成 29年8月）では，「自尊感情・自己存在感・自己効力感などの言葉とほぼ同じ意味合い」と
し，「沖縄県では貧困などとの関係から，自己肯定感が育ちにくい教育・社会環境にある子どもが多いと予測される」とある。「沖縄県学力向
上推進5か年プラン・プロジェク］JII」（令和2年3月）では，『自已肯定感の高まり』を「児童生徒が，自分のよさや可能性を認識すること」
としている"
『―------------------------------------------自--己-有--用--感--------------------------------------------1＇ 
：「生活指導リーフ 18」（平成27年3月）では，「日本では，（中略）『自尊感情』よりも『自己有用感』の育成を目指す方が適当と言えるでしょi
：ぅ」と述べており，「人の役に立った，人から感謝された，人から認められた，という『自己有用感』は，自分と他者（集団や社会）との関係をi
I自他共に肯定的に受け入れられることで生まれる，自己に対する肯定的な評価」とある。また， 「『自己有用感』の獲得が『自尊感情』の獲得i
！につながるであろうことは，容易に想像できます。しかしながら，『自尊感情』が高いということは，必ずしも『自己有用感』の高さを意味しi
誌:t_/i.:.,J＿よ＿it>ii.11__________________________________________________________________________________ J 

図2．文献による支持的風土．自己有用感自己肯定感

(2) 『他者』と関わることを生かす地域教材の実践

『他者』と関わることが多い教材として，課題と思われる児童を指導していく中で地域教材を活用した実

践を行った中野(2017)や，地域教材の持つ良さについて秋田 (2000) が取り上げ，生活や集団を見つめてい

る。また沖縄県でも，児童の間いから学びを発展させた総合的な学習の時間の実践を行った宮城 (2001)や，

地域の課題に目を向け学習していくことで自分たちの存在を肯定していく姿を明らかにした『沖縄八重山学

びのゆいまーる研究会』の実践(2018)があり，自己肯定感を高める成果を上げている。

地域教材を実践することで，友だちや地域の人々，歴史や文化などの初めて出会う『他者』と関わる機会が

増える。また，児童に学力差があったとしても，身近で関わりやすいという利点がある。したがって地域教材

を活用するということは，児童にとって学びやすく，支持的風士が醸成しやすい環境をつくることにもなる。

4. 研究の方法

(1) 実習校にて地域の教材を活用した授業を実践し，児童の地域に対する意識の変化をアンケートから

調べる。（令和 2年 9月、令和 3年 1月）

(2) 8市町村の先生方 14名に聞き取り調査を実施し，地域の教材に対する分析を行う。

（令和 2年 8月～11月）

(3) 実習校にて他者との関わりを意識した教育活動を実施し，発言や授業のふりかえり， 日記などの記

述やアンケートから児童の変容をみとり，まとめる。（令和3年4月～12月）
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5. 研究の内容

(1)初年度の実習校での実践

初年度は 2校で2週間ずつの短期実習であるので，『他者』との関わりについて考える授業が多く，学校の

実態や授業のスピードに比較的左右されない「特別な教科道徳」で実践した。 9月の実習では道徳の内容項

目『伝統と文化の尊重，国や郷士を愛する態度』に絞り，一回目は道徳の教科書から，二回目は県版の道徳の

副読本を活用した。さらに 1 月の実習では内容項目を絞らず，地域教材を意識し，一回目はオリジナル教材~

を作成二回目は県版の道徳の副読本を活用して行った。

一回目 二回目
1の割合

4の割合
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1. 当てはまる 2. どちらかといえば当てはまる

3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

図3.9月の実習校(6年）における「地域の行事に参加しようと 図4.1月の実習校(4年）における「地域の行事に参加しようと思

思うようになりましたか？」の質問に対する児童の変容 うようになりましたか？」の質問に対する児童の変容

いずれの実習においても，図 3,図4のように地域に対する意識は高まった。特に 1月に行った実習では，

4年生ということもあり社会科で沖縄県の学習を行っているということ，実習校のある市町村独自の教科を

行った後ということもあって，一回目の調査からでも半数以上の児童が 1, 2と答え，意識が高い結果にな

っている（図4)。また授業の中でも，学校のある地域の名所や特産物を取り上げても半数以上の児童が知っ

ていた。地域のことを継続して取り上げることで児童の地域に対する意識は高まることがわかった。

(2) 沖縄で地域教材を活用し実践した教師からの聞き取り調査

池内・岡本(2019)によると，支持的風士に関連するキーワード（「信頼関係」，「人間関係J'「存在感Jなど）

の抽出とその出現回数を調査した結果，関連キーワードの出現回数の多い教科は「特別の教科道徳」と「特別

活動Jであった。また，一般的に『他者』を意識し，地域教材の活用が多く実施されている教科として「社会

科」「総合的な学習の時間」が挙げられる。その教科を中心に，文献や沖縄県立総合教育センターの実践報告

などから，地域教材を活用した実践をされている先生方を対象に聞き取り調査を実施し，地域教材を活用し

たことで「⑦自己肯定感の高まりなどの変容が児童個々に見られたか」， で）学級の支持的風士の醸成につな

がる変容が見られたか」に対する返答をまとめた（表 1)。

⑦に関しては全員があると答え，地域教材を活用することで地域を再認識し興味を持ち，結果として自己

肯定感に結びついたと話した。⑦に関しては，△の 5人は，児童が積極的に学習に参加する手立てと考え，支

持的風土の学級づくりという視点ではなかったと答えた。 0の1人は，学級経営として意識していなかった

が，地域教材を実践していくうちに児童の表情が変わり，学級全体が生き生き活動し始めたと言う。それは

地域教材を学ぶことで地域が好きになり，児童自身の居心地の良い居場所となり，「心に安心感が生まれたか

らではないだろうか」と児童の様子から学級を見直したと答えた。今でも伝統芸能を続け，地域に戻って活

耀している教え子も多いと言う。◎の 8人は，実践しながらも，学級全体が支持的風土のある学級に変容し

ていくことを構想し実践した。したがって， どう地域教材を活用し実践していこうかを考え，児童の個々の

自己肯定感の高まりだけでなく，学級集団としての支持的風士を醸成する相乗効果を期待していたと答えた。

間き取り調査の結果から，単に地域教材を活用すれば支持的風土が生まれるのではなく，教師がどういう

意図をもって実践を構想し取り組んだのかと関係している。授業を豊かなものにする視点だけでなく，児童

同士の関わりや地域教材で関わる人とつながる『他者』に対する意識も持って取り組んでいく視点が生活や

集団を見つめるには重要であり，その視点が支持的風土のある学級づくりへとつながるのではないだろうか。
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表 1. インタビューの結果 ※教員年数は令和2年度時点の数値である

校種 実践教科 ⑦地域教材→ ⑦地域教材→ ⑦に関するコメント（教員年数） 個に変容 集団に変容

小(11) 道徳 ◎ △ 
・正直ない。なにかしらはあるんだと
は思うんだけど。

・学級経営と結びつくとは思うけど，
小(15) 社会、総合 ◎ △ どれくらい関わっているのかはま

だわからない。

小(18) 社会、総合、特別活動（学芸的行事） ◎ △ 
・地域教材をとり上げたから子供た
ちが良くなったというごとを目的

小(19) 国語、総合、特別活動（学芸的行事） ◎ 
としていない部分もある。

△ ・変容はあるが，グループ活動などで
活動することが多いので，地域素

小(30) 社会、総合 ◎ △ 材や地域教材を扱ったからという
ことではない。

小(30) 国語、総合、特別活動（クラブ活動、学芸的行事） ◎ 

゜
・データを取っているわけではない
が，子供達も生き生きしてくる。い
ろんな安心感だとか，そういう見

小(19) 社会、総合、音楽、体育、特別活動（学芸的行事） ◎ ◎ 
えない心の部分にも働きかけられ
ていそう。

・学習に意欲的に取り組むようになィ
小(20) 社会、総合、特別活動（学校行事） ◎ ◎ た。

・身近な地域という共通の士台が揃

◎ ◎ 
っているので，子供達が意見を言

小(21) 社会、総合、道徳、特別活動（学芸的行事） いやすくなり参加できるようにな
った。

小(23) 体育、総合 ◎ ◎ 
・学びに向かう姿勢が整ってくる。
・物怖じせず他者と関わり合えるよう
になった。

小(24) 社会、総合、特別活動（学校行事、学芸的行事） ◎ ◎ ・男女の仲が良くなり，放課後も一緒
に遊ぶようになった。

◎ ◎ 
•生き物をかわいがったり，大切にし

中(25) 国語、適徳 たりする心が芽生えてきた。
・ボランティア活動を積極的に行う

小(31) 社会、総合、特別活動、道徳、 PTA活動 ◎ ◎ 
ようになった。
•より良いものを作り合うための意
見のぶつかり合いはあっても， 自

小(35) 社会、総合、 PTA行事、修学旅行 ◎ ◎ 分のわがままと言うかやりたい事
のぶつかり合いは減っていった。

(3) 二年次の実習校での実践

① 研究の対象及び実施期間

公立小学校5学年児童 30名（男子 14名，女子 16名）を対象とする。実施期間は， 2021年4月から 12月。

② 学級の実態

5月初めの ASSESS（学校適応感尺度）において，要学習支援領域にいる児童が 5名，「回答に矛盾や防衛的

反応が見られ，結果が正確でない可能性がある」という結果の児童が 1名 (A児）いた。他の児童からA児が

「たたいてくる」という訴えや，叩かれて泣いている児童が4月早々から多数でてきた。 A児は，嫌なことが

あるとすぐにかっとなって叩く，ふざけ過ぎて「いつの間にか手が出てしまう」と話していた。「なぜそうい

うことをするのか」と聞くと，顔を赤らめ興謳した状態で「どうせ自分だけ悪いんだろ」「おれはバカだから」

など自暴自棄になる発言をし，反抗的な態度をとる。そこでそのA児を中心にした学級経営を行うこととし

た。

③ 教育活動の実践

大和久・丹野 (2014)は，班づくりとは「子どもの居場所づくりと出番づくりを通して，個人と他者との関

係，集団と個人の関係，あり方を学ぶものだ」としており，筆者は『他者』との関わりを意識した実践を行う

にあたり集団づくりの視点として班を意識して実践することにした。また，地域教材の活用だけでなく児童

の主体的な活動を促すために，児童からの要求や課題を取り入れた教育活動も実施していくことにした。

表 2の教科やその他の教育活動の欄における取組で，各教科の年間教育計画で予定されている単元やその
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発展授業に関しては0,児童からの要求や課題から行った教育活動に関しては合で表している。

表 2.教育活動の実践とエピソード
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＜

た
前
っ
違
明
解
取
り
区
実
表
と
う
が
え
バ
だ

話

参

す

が

な

ぜ

説

理

り

取

地

，

発

る

よ

た

か

ン

容

児

ん

賛

5

約

て

示

な

域

と

や

ぃ

網

て

’

も

て

と

っ

す

―

-

)

の

た

と

し

一

児
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冒
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噂
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□
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＜
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／
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冒
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＿
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瓢
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／
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介
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叉
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。
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＜
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を
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、
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ら
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が
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と

、
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の
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。
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児
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膚
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｀
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光

2
れ
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を
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国
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し
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言
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先
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て
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習
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潤
阜
囮
ご
し
員
鄭
め
も
に
た
し
て
た
と
児
た
た
雷
的
て
ノ
た
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ィ
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エ
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し
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話
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キ
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力
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た
の
つ
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つ
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つ
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れ

翫
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て
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携
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＜
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、
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を
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司

て

と

ク

て

周

て

で

頃

の

そ

同

て

案

め

を

の

た

い

を

が

ぉ

し

ル

加

地

調

館

べ

童

，

配

は

し

っ

た

白

を

一

提

と

ね

画

一

達

し

り

力

す

ち、
、
た
よ
日
つ
の
表
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□
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冒
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冒
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／
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仲
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―
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／
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瓢
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⑲
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仲
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仲
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冒
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縄
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冒
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＜
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を
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を
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が
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。
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児
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付
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。
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を
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て
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た
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て
た
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な
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回
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か
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水
て

の
，
が
力
ん
定
郷
う
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習
た
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し
調
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手
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て
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仲
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た
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な

め
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験
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廿
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／
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＇
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が
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で
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＂
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＼
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。
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／
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縄
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縄
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縄
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6. 考察

(1)児童同士の関わり

エピソード①にあるような変容の裏には， A児に関わってくれる児童がいた。その児童は一人ではなく他

の児童とともに協働して関わり， A児が変容してくると寄り添ってくれる児童が増えていった。特にB児は

いつも声をかけ行動を共にしてくれた。 B児に「たたかれたり，嫌なことがあったりすることはないの？」と

関いたところ，「みんなが，『A児はいや』と言って離れて行ってしまったらA児はかわいそう。だからおれ

は，たたかれてもちょっかいされても関わる」「だんだんあれがあいつの表現だと分かった」と答えた。 A児

はエピソード⑤にある学級の盛り上げ役をB児と一緒に今でも行っている。毎月末に行っている記述アンケ

ートに『今月の伸び率No.1は？』という質間がある。 5月6月の 1位はA児が選ばれた。 A児が目標の達成に

向かって取り組んでいることが他の児童にも認められたといえる。それとともに学級からA児に対する不満
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は少しずつ弱まっていった。 11月頃にはA児は，清掃活動で「ぞうきん，おれ

がやるよ」と率先して仕事をやるようになり，係活動でも自分の決められた当

番の日は自主的にできるようになった。 10月と 12月に行った ASSESSの結果で

は，「回答に矛盾や防衛的反応が見られ、結果が正確でない可能性がある」とい

う記載が無くなり，生活満足感や自己肯定感が高まった結果になった。

学級の児童は当初， 自分のことは棚に上げ注意だけを言う児童が多かった。

しかしA児のエピソード①で要求をだしたところ逆に要求を突き出され，さら

にエピソード④のあいさつ運動で逆に批判され， 自分たちも変わらなければな

らない局面に出会い変化した。また学習班や生活班の班活動を常に行い，コミ

ュニケーションを取りながら行動することでお互いが成長した。そうした中で

児童は自己有用感を高め，エピソード②⑤⑦のように授業の中での関わりが良

くなった。エピソード③のように児童の要求を全員で話し合い解決し，更にエピソード⑥のように主張を通

し納得できるようになった。そしてエピソード⑧のように，自立した行動をとれるようになった。児童から

は，やりたいことができて授業や学校が「楽しくなった」という回答が多かった。また，「協力することが多

くなった」や「チームワークが良くなった」という回答も多くあった。学級の中で安心，所属，承認，自立が

確立し，児童同士の信頼感が高まり，支持的風土が醸成したことが表れている。

（2) 地域教材や地域の人との関わり、

児童はエピソード②の実践で，インター不ットや本などから調べることの限界を知り，その他の教科の授

業においても「沖縄ではどうなのか」「私たちの住む地域ではどうなのか」という疑間を持つようになった。

エピソード⑤では算数科で身近なことを授業の間題で活用したところ，児童は楽しかった授業の 1つに挙げ

ている。その理由として「身近なものだからわかりやすい」「想像しやすい」「生活に役立つかもしれない」

「テンションが上がってやる気が出る」と答えた。エピソード⑦においては，インタビュー相手や見学した

い場所を「紹介して」と相談しに来る班はなく，真剣に自ら探す様子が見られた。また児童自身で送迎などの

協力を保護者に頓み，「先生、明日行ってきます」と見学を楽しみにしていた。ある班は，担任が事前に了承

を得る前に保護者にお願いし，自分たちで見学を行っていた班もあった。児童自身で相手先を考え，選んだ

からこそ意欲が高まり，主体的な活動になった。そしてエピソード⑨では，全員が版画で様々な沖縄を表現

しつくりあげることができた。

地域教材を活用した教師のインタビューにもあったように，地域の教材を活用することは，学力差を感じ

ずに授業に取り組むことができるのである。また地域の人と関わる授業をすることで，「コミュニケーション

カ」や「調べる力」「知識が身に付く」「活用力」だけではなく，「思いやりの力」がつくと児童は回答した。

『他者』を意識し班のみんなで考えたからこそ，班の活動が主体的になり，支持的風士のある取り組みがで

きた。

(3) 学年の先生方との関わり

今回の実践を行うにあたり，私一人ではできないことが多くあった。学級経営は児童の実態に合わせて行

うので，学級によって方法は違ってくるものである。しかし授業に関しては，次年度のことを考えるとなる

べく歩調を合わせていく必要がある。今回エピソード②の実践は本学級が先行して行ったが，児童の掲示

した成果物から似たような取り組みを行ってくれた。 A児に対しても，エピソード①のような児童の変容か

ら「えらいね」「がんばっているね」と声をかけて頂いた。気になる児童を学年間で共通確認した成果である。

児童が主体的に活動する教育実践を先生方は見てくれており，理解して頂いた中で，共同で教育活動を実践

してくれた。外部講師の授業や社会見学の選定，エピソード⑨などがそうである。教師個々にも経験の差や

得意不得意があり，全部を全く同じようにというのは難しいが，今回のような学年の取り組みが児童と教師

の話しやすい環境を作り，良い影聾を与えている。
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7. 支持的風土のある学級づくりに向けて

んじたち第 6号 (2022)

山城：支持的風土のある学級づくり

支持的風土のある学級づくりを，『他者』との関わりの多い班活動や地域教材を活用しながら実践してきた。

支持的風士づくりの4つのポイント（安心，所属，承認，自立）は，班活動を実施することで確立する事はで

きる。しかし今回の実践から，教師からの一方的な発信だけではなく児童の要望や課題を聞き，教育活動全

般において実践していくこと。そして，それが児童の身近な地域の教材ならより児童が主体的になり，自己

有用感や自己肯定感が高まり，支持的風士を醸成していくことができる。

しかしすぐに自己有用感や自己肯定感が高まり，支持的風土が醸成していくのではない。学級にいる気に

なる児童を主役にし，全員で教育活動を共に歩んでいくことで成長していく児童もいるということがわかっ

た。そして気になる児童の成長が見えたら次の気になる児童を主役にし，また全員で教育活動を共に歩んで

スパイラル

'―------------i 
i 自己有用感 ： 
L-------------i 

いく。それを繰り返していくことが重要なのであろう。行

きつ戻りつを繰り返しながら， 自己肯定感や自己有用感，

支持的風士は正のスパイラルで少しずつ高まっていく（図

6)。だからすぐには獲得できるものではなく，時間をか

けながら獲得していく。したがって，気になる児童を見つ

けた際には，学級が良い学級になるチャンスなのだ。 図6．筆者が考える『支持的風土』『自己有用感』
『自己肯定感』の関係
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